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取扱説明書はご購入の際の重要な部分であり、正確な計測と計測器の使用方法を
保障するだけでなく、ユーザー様に安全に使用して頂くための重要な書類です。



3.　　安全に関して 4.　　装置各部の名称
4.1　　各部の名称

  以下の安全に関する注意事項は、厳守して下さい。ユーザー様に対する文書のうち、極
めて重要で不可欠な部分です。ご覧になりませんと、不具合が発生しても保証対象外にな
ることもありますので、ご注意下さい。

3.1　　取扱い上のご注意
·         ＨＴ－1600Ｎは煙、煙導中のガス、燃焼空気、温度の計測のみに使用して下さい。

3.2　　使用上のご注意

·         この計測器は、ＡＣ100Ｖ、50/60Ｈｚの電源のみ使用頂けます。それ以外の電源を
   使用した場合には、本体内部のバッテリーが引火する恐れがあります。引火した場合
   には、消火器により消火して下さい。
·         プローブの金属管や他の金属部品・アクセサリーは、電気の導線として使用しないで
   下さい。
·         この計測器は、水中や水に濡れた状態では使用しないで下さい。
·         この計測器は、直火をあてたり、高熱の熱付近では使用しないで下さい。
·         プローブや温度センサーは許容温度範囲を超えて使用しないで下さい。プローブや
   温度センサーが壊れることがあります。
·         この計測器を放り投げたり、落としたりしないで下さい。
·         計測終了後は新鮮な空気でパージを行いﾄﾞﾚﾝﾎﾟｯﾄ内の水分を除去しﾌｨﾙﾀｰが汚れ

　　　　ていたり、水分を含んでいる場合は交換して下さい。
·         高温、多湿な場所での保管は避けて下さい。

·         注意！：ドレンポットに溜まる水分（ドレン水）は僅かに酸性になっていることがあり 4.2　　上部接続図称
                  ます。
　　　　　　皮膚にドレン水が触れた場合、即座に洗い流して下さい。
　　　　　　また目に入らないように注意して下さい。
　　　　　　ドレン水と接触するパーツは全て水で丁寧に洗って下さい。

·         計測終了後、新鮮な空気を十分に通し、プローブを冷まして下さい。冷めないうちは、
   火傷をすることがあります。また、プラスチック等の熱に弱い所に置くとプローブの残熱.
   でいためることがあります。
·         アルコール化合物（有機溶剤、ガソリン、アルコール、ニス等）が蒸発したものは、分
   析計のセンサに悪影響を及ぼしますので、計測器の近くには置かないで下さい。

·         ご使用になる計測器は、防爆認定品ではありません。

注意！：計測器の本体にﾄﾞﾚﾝが入る恐れがありますので、本体を横にして御使用の
　　　　　場合はご注意下さい。

注意！：4週間に1度は、使用していなくても必ず作動させて下さい。
           長期作動させずに保管しているとセンサに異常が出る場合があります。
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画面 

キーボード 

排ガス温度センサ接続

ドラフト圧力ホース接続排ガス入口 

ドレンポット 

プリンタ用赤外線発信部 ＡＣアダプタ接続口  DC6V / 0.25A 

室内温度センサ接続口 ＰＣインターフェース RS 232 

裏面マグネット 

排ガス排出口 



4.3　　プローブ 4.4　　操作盤

4.3.1　　ドレンポットの装着

Ｏリングの付いたボール（１）を
ＨＴ－1600Ｎの（2）に斜めに挿入
して下さい。  　計測器ON 及びプログラム操作中にリターンキーとして使用
次に、溝の付いたストッパーを（3）
の部分に押し下げながら（４）の
溝にはめ込んで下さい。.  　計測器OFF

フィルターの装着
フィルターは、ドレンポットの上部 プログラム操作中の値の変更及びカーソル移動
に内蔵されています。フィルターの
入っているケースをネジを外す要  

領で取り外すことができます。フィ      + 同時に押すことにより緊急停止する
ルターの汚れ具合は、真ん中の白
い部分がスス等でよごれてないか
確認できます。ケースをねじ込む  　プリントスタート
際は、ケースが当たるＯリングの
部分にゴミや埃がないことを確認し
て下さい。ネジは、ゆがまないよう、  　バックライトＯＮ／ＯＦＦ
ゆっくりとねじ込んで下さい。
斜めに無理にねじ込むとネジを壊
してしまう恐れがあります。  　中断、　前のメニューに戻る
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Ｏﾘﾝｸﾞ 
溝 

フィルター 

ｽｸﾛｰﾙｷｰ 

左、右 
上、下 

ﾌﾟﾘﾝﾀｰｷｰ ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｷｰ 

電源OFFキー 電源ON / ﾘﾀｰﾝｷｰ 
 

ESCキー 

     
 

 



5.　　電源
HT-1600Ｎは2種類の電源が選択できます。 ・約90秒で下の黒い部分が減っていきます。
1.    内蔵の充電バッテリーのみで使用できます。
2. ACアダプタを接続して使用できます。
ＡＣｱﾀﾞﾌﾟﾀを接続したままの計測:
ＡＣｱﾀﾞﾌﾟﾀは弊社が供給する専用のＡＣアダプタしか使用できません。

ﾊｲｶﾞｽ ｹｲｿｸ ・メインメニューの画面に変わればOKです。
5.1　　計測準備 ﾄﾞﾗﾌﾄ ｹｲｿｸ

ＨＴ－1600ＮをＡＣｱﾀﾞﾌﾟﾀに接続 ｾﾞﾝｶｲ ﾉ ｹｲｿｸ ﾃﾞｰﾀ
·       ＨＴ-1600Ｎの電源はＡＣ100V 50/60Hzのみ使用可能です。 ﾂｷﾞﾉ ﾒﾆｭｰ

許容周囲温度  (5 °C ～ 45°C)
6.2　　メインメニュー

ドレンポット 6.2.1　　排ガス計測
·       ５ページの図のようにドレンポットにフィルターを入れて下さい。 ﾊｲｶﾞｽ ｹｲｿｸ メインメニュー画面
·       ドレンポットに水がたまってないことと、フィルターが汚れていないことを確認して下さい。 ﾄﾞﾗﾌﾄ ｹｲｿｸ ・ハイガスケイソクを選択後　　　　を押します。
·       全てのプラグとねじがしっかり接続されているか調べて下さい。 ｾﾞﾝｶｲ ﾉ ｹｲｿｸ ﾃﾞｰﾀ

ﾂｷﾞﾉ ﾒﾆｭｰ

6.　　操作
6.1　　スタート時のキー操作 O2        　　 20.9% 排ガス計測画面

・　　　を押すと電源ONです。 CO          　　　 0ppm ・　　　　　　　でページ切替ができます。
・すぐに次の画面へ進むには　　　を押します。 CO／O2　　 ----ppm ・　　　　でメインメニューへ戻ります。

CO2      　 　 0.0% ・プローブを計測口へ挿入し計測を行います。

6.2.1.1　　データの保存
・オートで進んでいきます。 O2        　　 20.9% ・計測画面で　　　を押します。
・すぐに次の画面へ進むには　　　を押します。 CO          　　　 0ppm

CO／O2　　 ----ppm
CO2      　 　 0.0%

・オートで進んでいきます。 ｽﾓｰｸ / ｵﾝｽｲｵﾝﾄﾞ ・温水ボイラ等の温度を一緒に保存できます。
ｵﾝｽｲ ｵﾝﾄﾞ:   65℃ ・スモークテスタでサンプルしたスモークスケールNo.が一緒に保存
ｽﾓｰｸNo. :    --- できます。
ｱﾌﾞﾗﾌﾞﾝ  :   ﾅｲ ・　　　　　でカーソルの移動ができます。

・　　　　　　で数値の変更を行います。
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｾﾝﾀｸ ・プログラム1，2を選択します。（プログラム1，2の違い ・すぐに次の画面へ進むには　　　を押します。

は6.2.4.5のCOアラーム、NOxの設定方法のみの違いになります。）
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 1 ・プログラム1，2を　　　　　　　で選択後　　　を押します。 ﾄﾞﾗﾌﾄ ｹｲｿｸ ・　　　　　　で計測するしないを設定し　　　を押します。
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 2 ・放っておくとオートで進んでいきます。 ・計測しないを選択した場合、下の画面へ進みます。

ｹｲｿｸ ｽﾙ ・計測するを選択した場合、6.2.2ドラフト圧計測に進んだ後、下の画面
・燃料を　　　　　　　で選択し、　　　を押します。 ｹｲｿｸ ｼﾅｲ へ進みます。
・放っておくとオートで進んでいきます。

ﾎｿﾞﾝ ﾃﾞｰﾀ ・現在未保存のデータ画面
< >ｷｰﾃﾞ ｾﾝﾀｸ ・現在保存中のデータ画面
ﾎｿﾞﾝ ﾃﾞｰﾀ    1 ・保存済のデータ上に保存することも可能ですが、前のデータは消えて

O2ｶﾝｻﾝ　　　　　　　% ・O2換算率を　　　　　　　で選択し、　　　を押します。 ﾎｿﾞﾝﾃﾞｷﾏｽ しまいます。
・放っておくとオートで進んでいきます。 ﾎｿﾞﾝ ﾃﾞｰﾀ ・データは50データまで保存可能です。

CO/O2 < >ｷｰﾃﾞ ｾﾝﾀｸ ・　　　　　で保存場所を設定し、　　　を押すとその場所へ保存されます。
NOx/O2 ﾎｿﾞﾝ ﾃﾞｰﾀ    1 ・保存後、計測画面へ戻ります。

16.10.2003　13：26
13A ・オートで進んでいきます。
CO2max:12.2% ・すぐに次の画面へ進むには　　　を押します。 6.2.1.2　　計測項目の変更
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 1 O2        　　 20.9% ・計測画面で　　　　を同時に3秒間押し続けます。
CO max:2000ppm CO          　　　 0ppm

CO／O2　　 ----ppm
CO2      　 　 0.0%
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O2        　　 20.9% ・黒いカーソルが出てきます。 6.2.4.2　　保存データの表示
CO          　　　 0ppm ・　　　　　で計測項目が切り替わり、　　　　　でカーソルを ﾒﾓﾘｰ ﾒﾆｭｰ ・ﾒﾓﾘｰ ﾒﾆｭｰを選択後　　　　を押します。
CO／O2　　 ----ppm 移動させます。 COｱﾗｰﾑ NOx ｾｯﾃｲ
CO2      　 　 0.0% ・変更終了後　　　　を押すと計測画面へ戻ります。 ﾆﾁｼﾞ ﾉ ｾｯﾃｲ

ｻｰﾋﾞｽ

6.2.2　　ドラフト圧計測
ﾊｲｶﾞｽ ｹｲｿｸ ・ドラフトケイソクを選択後　　　　を押します。 ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ ・ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ ﾉ ﾋｮｳｼﾞを選択後　　　　を押します。
ﾄﾞﾗﾌﾄ ｹｲｿｸ ﾃﾞｰﾀｼｮｳｷｮ
ｾﾞﾝｶｲ ﾉ ｹｲｿｸ ﾃﾞｰﾀ ﾃﾞｰﾀﾃﾝｿｳ  HT=>PC
ﾂｷﾞﾉ ﾒﾆｭｰ

・オートで進んでいきます。 ﾒﾓﾘｰ ｼﾞｮｳﾎｳ ・　　　を押します。
注意！　ここでは必ずプローブを煙導から抜いて下さい。

ﾎｿﾞﾝ              2
ﾎｿﾞﾝｶﾉｳ       48

・オートで進んでいきます。 ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ      1　　   > ・＞は保存済の印です。
注意！　ここでは必ずプローブを煙導から抜いて下さい。 ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ      2　　   > ・　　　　　　　でカーソルの移動ができます。

ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ      3　　   > ・　　　　　を押すと保存した日時が出ます。
ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ      4　　   > ・　　　を押します。
16.10.2003.15:36   >
17.10.2003.15:37   >
ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ      3　　   >
ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ      4　　   >

ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ  1 ・　　　　　　　でﾋｮｳｼﾞ､ｼｮｳｷｮｦ選択し､　　　を押します。
・プローブを煙導に入れドラフト値を計測します。 16.10.2003.15:36
・計測終了後　　　　を押すとメインメニュー画面へ戻ります。 ﾃﾞｰﾀﾋｮｳｼﾞ

ﾃﾞｰﾀｼｮｳｷｮ

O2        　　 20.9% データ表示を選択した場合
6.2.3　　前回の計測値 CO          　　　 0ppm ・　　　　　　　でページ切替ができます。
ﾊｲｶﾞｽ ｹｲｿｸ ・ｾﾞﾝｶｲ ﾉ ｹｲｿｸ ﾃﾞｰﾀを選択後　　　　を押します。 CO／O2　　 ----ppm ・　　　を押すと、温水温度、スモークNo.、ドラフト計測値の保存もみる
ﾄﾞﾗﾌﾄ ｹｲｿｸ CO2      　 　 0.0% ことができます。
ｾﾞﾝｶｲ ﾉ ｹｲｿｸ ﾃﾞｰﾀ
ﾂｷﾞﾉ ﾒﾆｭｰ データ消去を選択した場合

・NOを選択した場合、下の画面へ進みます。
O2        　　 20.9% ・ 計測中に　　　で､計測を中断した後に、前回の中断時の計測値を ・YESを選択した場合、下の画面へ進みますがデータは消去されてい
CO          　　　 0ppm みることができます。 ます。
CO／O2　　 ----ppm ・　　　　　　　でページ切替ができます。
CO2      　 　 0.0% ・　　　　　を押して、電源を一旦切ると、前回の計測値はｷｬﾝｾﾙさ ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ      1　　   >

れますので、ご注意下さい。 ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ      2　　   >

ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ      3　　   >

ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ      4　　   >

6.2.4　　次のメニュー
6.2.4.1　　メモリーメニュー 6.2.4.3　　データ消去
ﾊｲｶﾞｽ ｹｲｿｸ ・ﾂｷﾞﾉ ﾒﾆｭｰを選択後　　　　を押します。 ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ ここでは全保存データの一括消去になります。ひとつづつの消去の際は、
ﾄﾞﾗﾌﾄ ｹｲｿｸ ﾃﾞｰﾀｼｮｳｷｮ 6.2.4.2保存データの表示を参照して下さい。
ｾﾞﾝｶｲ ﾉ ｹｲｿｸ ﾃﾞｰﾀ ﾃﾞｰﾀﾃﾝｿｳ  HT=>PC ・ﾃﾞｰﾀｼｮｳｷｮを選択後　　　　を押します。
ﾂｷﾞﾉ ﾒﾆｭｰ

ﾒﾓﾘｰ ﾒﾆｭｰ ﾒﾓﾘｰ ｼﾞｮｳﾎｳ ・　　　を押します。
COｱﾗｰﾑ NOx ｾｯﾃｲ
ﾆﾁｼﾞ ﾉ ｾｯﾃｲ ﾎｿﾞﾝ              2
ｻｰﾋﾞｽ ﾎｿﾞﾝｶﾉｳ       48
9 10

1.52ｈpa

 ｼﾊﾞﾗｸｵﾏﾁｸﾀﾞｻｲ

ﾄﾞﾗﾌﾄ ｹｲｿｸﾁ

0.00ｈpa

ﾄﾞﾗﾌﾄ ｹｲｿｸﾁ

NO

ｺﾉﾃﾞｰﾀ ｦ ｼｮｳｷｮ

ｼﾃﾓ ｲｲ ﾃﾞｽｶ?
YES

 ｾﾞﾛｺｳｾｲ

ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ﾊ ﾌﾚｯｼｭｴｱｰ
ｦ ｷｭｳｲﾝ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ

ﾄﾞﾗﾌﾄｱﾂ ｾﾝｻ ﾉ
ｺｳｾｲ ｦ ｵｺﾅｲﾏｽ

 

 



6.2.4.6　　日時の設定方法
・　　　　　　　でカーソル移動ができます。 ﾒﾓﾘｰ ﾒﾆｭｰ ・ﾆﾁｼﾞ ﾉ ｾｯﾃｲを選択後　　　　を押します。
・YESを選択した場合、一番上の画面へ進みますがデータは消去され COｱﾗｰﾑ NOx ｾｯﾃｲ
ています。 ﾆﾁｼﾞ ﾉ ｾｯﾃｲ
・NOを選択した場合、一番上の画面へ進みます。 ｻｰﾋﾞｽ

6.2.4.4　　データ転送 ﾋﾂﾞｹ ﾉ ｾｯﾃｲ 　時 ・　　　を押すとカーソルが現れます。
ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ 注意！　ここでは計測ソフトOnline View 2000（オプション） ・　　　　　でカーソルを移動します。
ﾃﾞｰﾀｼｮｳｷｮ 　　　　　が必要です。 　　　　　　　　　　22 16 　分 ・　　　　　　　で数値を変更します。
ﾃﾞｰﾀﾃﾝｿｳ  HT=>PC ・ﾃﾞｰﾀﾃﾝｿｳ  HT=>PCを選択後　　　　を押します。 　　　　　　　　07 10  01 ・設定終了後　　　　を押します。

　　　　　　日　月　年
ﾒﾓﾘｰ ｼﾞｮｳﾎｳ ・　　　を押します。

6.2.5　　プリントアウト
ﾎｿﾞﾝ              2 ・プリンタ　　　マークのついている画面では、プリントアウトができます。
ﾎｿﾞﾝｶﾉｳ       48

・プリントアウトするには、別売りの赤外線プリンタが必要です。
・　　　　　　　でカーソル移動ができます。
・YESを選択した場合、下の画面へ進みます。 ・プリンターの赤外線受信部をHT-1600Nの赤外線発信部に向けてセットして下さい。
・キャンセルを選択した場合、一番上の画面へ進みます。 　　直進にして約1ｍまで送信できます。

注意！　　データ送信中に赤外線通過部に人が入ったりし、データを遮ると、データは正確
・データ転送中の画面になります。 に送信できません。

・プリントアウトの印字は英語で出てきますので、下表の通り読み替えて下さい。

・データ転送が終われば左画面になります。
・ここでは、6.2.4.3データ消去と同じになりますので参照下さい。

6.2.4.5　　COアラーム、NOxの設定方法
ﾒﾓﾘｰ ﾒﾆｭｰ ・COｱﾗｰﾑ NOx ｾｯﾃｲを選択後　　　　を押します。
COｱﾗｰﾑ NOx ｾｯﾃｲ
ﾆﾁｼﾞ ﾉ ｾｯﾃｲ
ｻｰﾋﾞｽ

COｱﾗｰﾑ ｾｯﾃｲ  ppm ・　　　　　　　でカーソル移動ができます。
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ1     1000 ・　　　　　で数値を設定します。
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ2     1000 ・設定終了後　　　　を押します。
NOxｶｹﾘﾂ     1.05 ・COアラーム値は、300～10000ppmの範囲で設定できます。

・NOxカケリツは、1.00～9.99の範囲で設定できます。

NOxの設定掛率の参考値(O2の値が3～6％の時)

13A
灯油
A重油
LPG

11 12

ｽﾍﾞﾃ ﾉ ﾃﾞｰﾀ ｦ

2

NO

ﾃﾞｰﾀ ｦ ﾃﾝｿｳ

ｼｮｳｷｮ ｼﾏｽｶ?
YES

1.08

NO

掛率
1.13
1.24

1.13　（N分＝0.03w％）

ｼﾏｽｶ?
YES､PCﾉｼﾞｭﾝﾋﾞOK

ｷｬﾝｾﾙ

ﾃﾞｰﾀﾃﾝｿｳ  HT=>PC

ｽﾍﾞﾃ ﾉ ﾃﾞｰﾀ ｦ
ｼｮｳｷｮ ｼﾏｽｶ?

YES

 

Ｔ－Ｇａｓ：排ガス温度 

Ｔ－Ａｍｂ：室内空気温度 

Ｄｅｗｐｏｉｎｔ：露点温度 

Ｌｏｓｓｅｓ：排ガス損失 

Ｅｆｆｉｃ．：燃焼効率 

Ｅｘｃ．Ａｉｒ：燃焼空気比 

Ｄｒａｆｔ：ドラフト圧 

Ｔ－Ｂｏｉｌｅｒ：ボイラ温水温度 

Ｏｉｌｙ：油分 

Ｐｏｓｉｔｉｖｅ：ある 

Ｎｅｇａｔｉｖｅ：ない 
 

燃料 

１３Ａ：１３Ａガス 

６Ｃ：６Ｃガス 

ＬＰＧ：ＬＰＧガス 

Ｌ－Ｏｉｌ：軽油 

Ｋｅｒｏｓ：灯油 

Ａ：Ａ重油 

Ｃ：Ｃ重油 



7.　　計算式について 9.　　製品仕様
7.1　　分析と計算 型式 　　ホダカテスト®　　　HT-1600Ｎ

単位 単位 計測 O2 計測範囲 0～21vol.％

[%] [%] 項目 精度 ±0.2vol.％以下

[°C] [ppm] 分解能 0.1vol.%

[°C] [%] 応答時間

[ppm] [%] CO 計測範囲

NO [ppm] - (H2補償付） 精度

[hPa] [°C] 分解能

[ppm] 応答時間

[ppm] NO 計測範囲

計算式 再現性

20.9 指示の

  ふらつき

（ＧＯ＋（λ－１）×ＡＯ）×0.33×（排ガス温度（Ｔ）－周囲温度（ｔ））×100 ゼロドリフト

スパンドリフト

直線性

分解能

                         ＮＯｘ＝ＮＯ×ＮＯｘ掛率 応答時間

圧力 計測範囲

精度

分解能

排ガス温度 計測範囲

精度

　　　　　 fw 分解能

CO2 室内温度 計測範囲

精度

燃料データ 分解能

GO ＡＯ CO2Max 演算 CO2

Nm3 Nm3
項目＊

NOx

13A 12.04 10.95 12.2 O2換算CO

6C 4.89 4.08 13.1 O2換算NOx

LPG 25.9 23.9 13.8 燃焼空気比

灯油 12.15 11.37 15.1 排ガス損失

軽油 11.9 11.15 15.4 燃焼効率

A重油 11.37 10.68 15.8 露点

C重油 10.88 10.25 16 燃料
ＧＯ：理論排ガス量　　ＡＯ：理論空気量　　Ｃａｌｐ：低位発熱量　　 センサ O2 高精度電気化学センサ（燃料電池）

ＣＯ２Ｍａｘ：各燃料のＣＯ２最大値 CO（H2補償付） 高精度電気化学センサ（定電位電解式）

ＮO 高精度電気化学センサ（定電位電解式）

圧力 ピエゾ抵抗型半導体センサ

排ガス温度 K 熱電対

8.　　保管 室内温度 白金測温抵抗体　　　Pｔ2000Ω

8.1　　作動時と保管時の温度作 標準装備 ポンプ 本体に内蔵

PC用インターフェース

作動中の温度:　 +5°C ～ +45°C プローブ HT-1612　（0～650℃　（15分以内では800℃まで可能））

保管中の温度:　-20°C ～ +50°C 本体許容周囲温度 操作時+5℃～+45℃　　保管時-20℃～+50℃

長期使用しない場合の保管 電源   ２電源方式 AC100V  50/60Hz  内蔵ニッカド充電電池（1回の充電で連続約8時間使用可能）

本体を長期使用しない場合でも、４週間ごと電源を入れて下さい。 本体外形寸法 150×200×55

センサに異常が出る場合があります。 重量 本体：約1.5 kg　プローブ約：0.5 kg　ACアダプタ：約0.17 kg

常に乾燥した所に置いて下さい。 ロングプローブ ＨＴ－1111　（全長820ｍｍ、0～950℃）

計測ソフト Online View 2000　　（Windows　95、　98、 2000、　XPで使用可能）

赤外線式プリンタ ＨＥＷＬＥＴＴ　ＰＡＣＫＡＲＤ：ＨＰ82240Ｂ　　印字可能：最大125行

*地域により燃料データに誤差がある場合がありますので、演算により算出されるデータに誤差が生じる場合があります。
13 本仕様書は改良のため、予告無く変更することがあります。 14

9750kcal/kg

22350kcal/Nm3 or kg
10570kcal/kg
10280kcal/kg
10160kcal/kg

Calp

kcal/Nm3 or kg

9940kcal/Nm3 or kg
4050kcal/Nm3 or kg

露点＝
4077.9

-  236.67

16.7241-ln  1.1+ 
100

1+

Ｏ２換算ＮＯｘ＝
20.9－Ｏ２換算％

×ＮＯ×ＮＯｘ掛率
（20.9－Ｏ2）

Ｏ２換算ＣＯ＝
20.9－Ｏ２換算％

　×ＣＯ
（20.9－Ｏ2）

排ガス損失　＝
　Ｃａｌｐ

ＣＯ２＝
　ＣＯ２Ｍａｘ．×（20.9－Ｏ２）

20.9

Ｏ２＝X％時のＣＯ換算値
Ｏ２＝X％時のNOx換算値

空気比（λ）＝
20.9－排ガス中のＯ２

CO 損失
空気比

ドラフト圧 露点温度

室内温度 NOx
排ガス温度 効率

計測項目 演算項目
O2 CO2

１３Ａ，６Ｃ，ＬＰＧ，灯油，軽油，Ａ重油，Ｃ重油

RS232

オプション 

0～演算値ppm

1.0～21.0

0～100%

0～100%

0.1℃

0～20％

0～演算値ppm

0～演算値ppm

計測値=0～100℃: ±1℃以下　計測値=100℃～: 計測値の±1% 以下

0.1℃

0～100℃

± 1℃ 以下

0.01 hPa

標準ﾌﾟﾛｰﾌﾞ使用時 : 0～650℃　（15分以内では800℃まで可能）

高温用ﾌﾟﾛｰﾌﾞ使用時 : 0～950℃

スパンスケールの ± 3%（min.1ppm）以内

 1 ppm

40 秒以内

±20.00ｈＰａ

スパンスケールの ± 1%（min.1ppm）以内

スパンスケールの ± 1%（min.1ppm）以内

スパンスケールの ± 2%（min.1ppm）以内

スパンスケールの ± 2%（min.1ppm）以内

0～400 ppm：±20ｐｐｍ以内　　401～10000ｐｐｍ：計測値の±5％以下

 1 ppm

60 秒以内

0～4000ｐｐｍ

±0.03ｈＰａ以下（-1.5～1.5ｈＰａ）　計測値の±2％以下（絶対値で1.5ｈＰａ以上）

40 秒以内

0～10000ppm

*地域により燃料データに誤差がある場合がありますので、演算により算出されるデー
タに誤差が生じる場合があります。



10.　　保証 11.　　メッセージ一覧

保証期間内に取扱説明書に従って正常な使用状態にてご使用されていて故障した場合 Ｈ2　ｾﾝｻﾌﾘｮｳ COセンサの異常です。ホダカ株式会社　ＨＴ部へ返却下さい。
には、保証書記載内容に基づき無償修理を行います。お買い上げの日から1年以内に故 COの計測は不可能ですが、他の計測は可能です。
障した場合は、下記のホダカ㈱カスタマーサービス係へお電話で御連絡の上、保証書を 長い間放置されるとセンサより液漏れを起こす可能性があります

添付してご通達下さい。 ので、出来るだけ早く御返却下さい。

　　保証書は、日本国内においてのみ有効です。 CO　ｾﾝｻﾌﾘｮｳ COセンサの異常です。ホダカ株式会社　ＨＴ部へ返却下さい。
COの計測は不可能ですが、他の計測は可能です。

ホダカ株式会社　カスタマーサービス係 長い間放置されるとセンサより液漏れを起こす可能性があります
　　　フリーダイヤル　０１２０－０９１９４０ ので、出来るだけ早く御返却下さい。

お受けする内容
·        １年以内の無償サービス依頼 O2　ｾﾝｻﾌﾘｮｳ O2センサの異常です。ホダカ株式会社　ＨＴ部へ返却下さい。
·        ６ヶ月・１年の定期点検・校正 O2の計測は不可能ですが、他の計測は可能です。
·        修理依頼 長い間放置されるとセンサより液漏れを起こす可能性があります
·      トレーサビリティ証明書発行 ので、出来るだけ早く御返却下さい。

　　　トレ－サビリティ証明書 NO　ｾﾝｻﾌﾘｮｳ NOセンサの異常です。ホダカ株式会社　ＨＴ部へ返却下さい。
トレ－サビリティ証明書（試験成績書、トレ－サビリティ証明書、体系図）は、弊社にて発行致 NOの計測は不可能ですが、他の計測は可能です。
します。　（別途、手数料を申し受けます。） 長い間放置されるとセンサより液漏れを起こす可能性があります

ので、出来るだけ早く御返却下さい。

バッテリーの電圧が低下しています。
充電して下さい。

本体内部の温度が低い状態です。
本体を暖かくするか、暖かい場所へ移動して下さい。

本体内部の温度が高い状態です。
本体を涼しい場所へ移動して下さい。

15 16

ﾎﾝﾀｲﾉｵﾝﾄﾞｶﾞ
ﾀｶｽｷﾞﾏｽ

ﾊﾞｯﾃﾘｰﾃﾞﾝｱﾂ
ﾃｲｶ

ﾎﾝﾀｲﾉｵﾝﾄﾞｶﾞ
ﾋｸｽｷﾞﾏｽ






